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歯科衛生学生と看護学生の合同演習による専門職連携教育の効果 

～演習後グループワークの気づきから～ 
 

澤田 美佐緒１） 

阿児 馨２） 浅枝 麻夢可１） 
 

【目的】歯科衛生学生と看護学生との合同演習による専門職連携教育効果を検討する。

【対象と方法】口腔保健学科 3年生 74名、看護学科 2年生 81名 〔演習内容〕歯科衛生学

生 2名と看護学生 2，3名で班編成し、演習をおこなった。「嚥下障害がある高齢者の安全な

口腔衛生管理の実施」という共通目的のもと、歯科衛生学生は看護学生に口腔内の観察ポイ

ント及びベッド上での口腔清掃方法、義歯の取り扱い方法等を指導し、看護学生は歯科衛生

学生に観察技術として、体温・脈拍・呼吸の測定方法を指導する場面を設定した。演習後に

各班で「互いの専門性をどのように感じたか」をテーマとして意見交換を行い、討議内容を

記録した。また、歯科衛生学生には卒後に本授業についての質問紙調査を実施した。【結果】

討議記録を類似するもので内容分析したところ、186のコード、16のサブカテゴリー、3の

カテゴリーが生成された。【考察】合同演習で、歯科衛生学生と看護学生が共同していく過

程の中で、互いの専門性への理解が深まり、専門職連携に必要な相互方向の視点が生まれた

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科 ２）保健科学部看護学科 
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